
─ 64 ─

64

同窓会だより

副会長　野　内　昭　宏

7 月17日（日）に、多数の方々のご参列をいた
だいて当同窓会の創立五十周年記念式典並びに祝
賀会を盛大に挙行できました。関係各位には、改
めてお礼申し上げます。

ところで、周年記念事業は大きな事業ではあり
ますが、通常の活動も滞りなく行われています。

例えば、卒業年次の学生（歯学科 6 年生・口腔
生命福祉学科 4 年生）に対して、資料を作成・配
布したりビデオも作成して視聴してもらうこと
で、同窓会への理解を深めていただくこともしま
した。（写真 1 、 2 ）

本当はリアルな会合で、（もちろん適切な感染

予防処置をしての上ですが）もう少し濃厚なふれ
あいをして顔をつなぎ、卒業後においては同窓会
の一員として新潟大学歯学部同窓会を盛り上げて
いただき、逆に縦横を含めた仲間である同窓会を
卒業後の拠り所の一つとしての認識を持っていた
だくことも、この行事の目的のひとつです。しか
し、昨今の社会情勢からはそれが叶いません。非
常に残念です。早く改善されればと思います。

さて、当同窓会は、新潟大学全学同窓会のメン
バーでもあります。10月15日（土）には全学同窓
会交流会講演会・懇親会が行われました。学部は
違えども、同じ新潟大学で学んだ仲間ということ
で、他学部の方々とも懇親を深めました。（写真
3 、写真 4 ）

同 窓 会 だ よ り同 窓 会 だ よ り

写真 1 、2 　 卒業年次の学生（歯学科 6 年生・口腔生
命福祉学科 4 年生）に対して作成したビ
デオから

写真 4 　参加した歯学部関係者
（前列右端は臼杵全学同窓会長）

写真 3 　 渡邊健一氏（石本酒造株式会社）による講
演会。題名はズバリ「新潟の酒はなぜ美味
い～美味しいお酒の背景～」
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ドナルド・マクドナルド・ハウス
にいがた設立に寄付

会長　有　松　美紀子

令和 4 年10月、新潟大学医歯学総合病院敷地内
（康楽会館跡地）に「ドナルド・マクドナルド・
ハウス にいがた」が開設されました。自宅から
離れて入院しているお子さんとご家族は、経済的
負担や家族が離れ離れで暮らす精神的苦痛に悩ま
されています。このようなお子様とご家族の「第

2 の我が家」としてサポートするために、また、
病気の子どもたちに笑顔を届けることを目的とし
て当施設は設立されました。公益財団法人ドナル
ド・マクドナルド・ハウス・チャリテーズ・ジャ
パン（DMHC）が運営をしています。

2019年に新潟大学医歯学総合病院長　冨田善彦
氏を代表とした募金委員会が発足し、当会も同窓
会の使命の一つである「社会への貢献に寄与す
る」ために、皆様からの貴重な会費の一部を寄付
させて頂きました。会員の皆さまには心から感謝
申し上げます。

全国28大学の歯科大学・歯学部同窓会を対象と
した「全国歯科大学同窓・校友会懇話会」や、12
の国公立大学歯学部同窓会が構成員となっている

「国公立大学歯学部同窓会連絡協議会」等を通じ
て、外部組織との情報交換をすることも重要で
す。同窓会員は全国津々浦々にいらっしゃいます
ので、他大学の方から動向を伺うことも多々あり
ますし、逆に県内にいらっしゃる他校の方の動向
が話題に出ることもあります。（写真 5 ）

ICTの発達で、世界のどの地にいても瞬時に
communicationを取ることが不可能ではなく
なってきています。しかし、最終的には人と人と
の繋がり、絆が重要かと思います。当同窓会も50

周年記念事業のテーマ「人と人とが繋がり、さら
に強い絆を」を胸に、さらなる活動をしていく所
存です。

写真 5 　国公立大学歯学部同窓会連絡協議会の一コマ

「ドナルド・マクドナルド・ハウス にいがた」全景
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学術セミナーⅡ『見逃すな！、口
腔粘膜の異常』を聴講して

歯学科36期生　塚　田　哲　也

普段、歯科診療に従事していると、多種多様な
口腔粘膜の異常に遭遇します。その度に、頭の中
の知識の引き出しを開け、また、今までの経験を
思い起こし、日々の診療で患者様に説明し、対応
していかなければなりません。特に稀な症例に出
会うと説明しながら、自分の知識があっているの
か不安になることもあります。不安になると、診
療後に本棚の奥から書籍を探し出して、もう一度
確認することが日常茶飯事です。歯科診療の中で
も、華やかなインプラント治療や審美治療など

は、様々な場面で情報が入ってくるので忘れるこ
とはありません。しかし、多種多様な口腔粘膜疾
患には、稀なものも多く、そうはいきません。

今回、ZOOM形式にて鈴木一郎先生による『見
逃すな！、口腔粘膜の異常』と題した講演が配信
されました。90分間という短い時間でしたが、口
腔粘膜疾患・異常の特徴から最新の話題まで幅広
く、明日からの日常臨床でも活用できる多くの情
報が盛り込まれた素晴らしい内容の講演でした。
また、講演後の質疑応答の時間では多くの質問が
あり、講演の内容の奥深さを物語っています。

さて、講演の内容について感想をお伝えしたい
のですが、あまりに内容の幅が広いため、自分の
臨床経験とリンクして特に印象的な部分を抽出し
てお伝えさせていただきます。

10月末に事務局の五十嵐さんと内覧に伺い、写
真撮影させて頂きましたので写真と共に報告致し
ます。施設内は感染対策と安全管理対策が施さ
れ、利用されるご家族がスムースに日常生活が送
れ、ゆったりと寛ぎ、孤独感を軽減できるように
他のご家族とも交流ができるように配慮されたつ
くりになっています。ボランティア登録者は300
名で、随時、寄付金や寄付の品物を受けつけてい
ます。

医療の進歩により今後も利用されるご家族が増
えていくことが予想されます。一人でも多くの子
どもたちがご家族と安心して過ごし、治療を受

け、元気になってご自宅に帰られることを願って
います。

寄付者を掲出しているデジタルサイネージ

講演中の鈴木先生 視聴中の皆様
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先生は、押さえておくべきポイントとして、
個々の疾患と特徴、鑑別疾患の要点、皮膚疾患や
全身疾患との関係、そして、病院歯科と医科との
連携対応についてご提示されておりました。この
中でも皮膚疾患や全身疾患との関係と医科との連
携対応が印象的でした。私は卒後17年間で 1症例
だけ尋常性天疱瘡を診断し、新潟大学医歯学総合
病院との連携を続ける経験があります。その方に
は、『なんだかわからないと不安だけど、一発で
先生に見つけてもらって良かった。』と感謝され、
何年も僕のことを指名で月 1回来院して頂いてお
ります。実は、この診断をする前の日に、たまた
ま違う症例で口腔粘膜異常の書籍を読んでいて、
自信をもって詳細に説明し、迅速に医科との連携
に繋げられました。この経験は単なる運でした
が、本講演内容であった押さえておくべき 4つの
ポイントは本当に大切なことだと思います。普段
より 4つのポイントを常に頭に入れておくことが
必要だと感じました。
また、扁平苔癬についても印象的です。扁平苔
癬は日常臨床の中でよくみかけます。とくに定期

健診で来られる患者様で、来院される度に症状の
程度が変わったりします。症状があるとステロイ
ド軟膏を処方しますが、次回来院時に「塗っても
あんまり変わらない。」と言われると、少し凹み、
「ちょっと良くなりました。」と言われると、ほっ
とする毎日です。その度に他の先生はどう対応し
ているのだろうと思っていました。本講演では多
くの症例を提示していただき、口腔粘膜疾患のエ
キスパートである鈴木先生も扁平苔癬では試行錯
誤されていたということでした。
そして、薬剤の副作用による口内炎についても
お話がありました。思い起こすと、アクテムラが
処方されている方が、「最近よく口内炎になる。」
とおっしゃっていて、「そうですかぁ。」と流して
いましたが、話を聴いて合点がいきました。この
時、しっかりと説明できていれば、歯科医師とし
ての評価も違っていたかもしれません。
歯科医師はとかく技術に重きを置きがちになり
ますが、知識の重要性を再認識させられる有意義
な時間でした。鈴木先生、ご講演ありがとうござ
いました。

学術セミナー『歯周再生療法のディ
シジョンメイキング』を受講して

歯学科42期生　松　川　由　実

早いもので、大学を卒業して10年が経ちまし
た。昨年まで新潟大学の歯周病科に所属しており
ましたが、現在は小児歯科や訪問歯科にも取り組
む歯科医院に勤務しており、日々大学にいたころ
とは違った学びを得ています。歯周再生療法をす
る機会は減ってしまいましたが、この分野で大変
著名な岩野義弘先生のセミナーということで、最
新の治療を学びたいと思い受講を決めました。
歯周再生療法では、適応か否かに始まり、術式

や再生材料、切開および縫合方法の選択など多く
のディシジョンメイキングが必要となります。今

回のセミナーでは、その決め手となるエビデンス
が示された上で、実際の症例を見ながら解説を聞
くことができ大変勉強になりました。これまで同
様のセミナーを受講した経験が何度かあります
が、これほど多くの症例について、CT画像や術中
の動画を含む詳細なデータと共に、長期の予後ま
で見せていただいたことは初めてでした。なかに
は、ほとんどの歯科医師が抜歯を選択するだろう
という状態の歯もありましたが、徹底した歯周基
本治療後、適切なディシジョンメイキングを行い、
それらを実現する環境と高い技術力があれば保存
ができるということを目の当たりにし、歯周再生
療法の大きな可能性を感じると同時に、自分自身
の未熟さを痛感しました。より多くの選択肢を提
示できる歯科医師になれるように、もっと努力を
していかなくてはと気持ちを新たにしました。
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今回、現地とオンラインとのハイブリット開
催、かつオンデマンド配信もしてくださったこと
で、子育て中ですがセミナーに参加することがで
きました。新型コロナウイルスの感染対策のため
に現在でもさまざまな制限が続いていますが、以
前よりも気軽にいろいろな学会やセミナーにオン

ラインで参加ができるようになったことは、個人
的にコロナ禍での唯一の良かったことだと感じて
います。

最後になりますが、このような貴重な機会を提
供してくださった同窓会の皆様、講師の岩野義弘
先生に感謝申し上げます。

講演会場の様子。今回はハイブリッド開催＋
オンデマンド配信で行われました。 質疑応答での一コマ




